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【巻頭言】

ヨベルの年

上に掲げた聖句は、ルカ福音書の序言、中心的
なメッセージと言われています。それは、イザヤ
書６１章の初めの箇所からの引用であり、さらに
そのイザヤ書の聖句は、レビ記２５章にあるヨベ
ルの年の規定にもとづいたものです。「主の恵み
の年」、それはヨベルの年のことでした。イエス
様はご自身の宣教活動の中心に、この「ヨベルの
年」を置いていたのであり、したがって私たちは、
この「ヨベルの年」が今の私たちにとって意味す
るもの、私たちに投げかけている挑戦、に心を向
けなければなりません。ヨベルの年は４つの規定
を含んでいました。１．土地を休ませること、２．
借金の免除、３．奴隷の解放、４．家族の財産を
各個人に返すこと、です。

私は今から１４年前、西暦２０００年の年に
フィリピンでの研修に参加したとき、ネグロス島
のシリマン大学のフェンスに大きな横断幕が張っ
てあり、そこに Jubilee ２０００と書かれてある
のを見ました。何のことかと思って質問したとこ
ろ、それは、世界の貧しい国々が経済的にゆたか
な国々から借りている借金を、西暦２０００年に
すべて帳消しにするという運動のことだ、という
説明でした。アメリカ、日本、イギリス、フランス、
ドイツ、といった経済先進国は多額のお金をフィ
リピン、バングラデシュなどの開発途上国に貸し
ているわけですが、西暦２０００年という記念の
年を「ヨベルの年」として、それらの借金をすべ
て帳消しにしてはどうか、と提案していたわけで
す。これには驚きました。と同時に、聖書のもつ
壮大なヴィジョンに改めて感銘を受けました。イ
エス様がナザレの会堂で「主の恵みの年」を宣言
なさったとき、イスラエルの民衆を圧迫していた
のはローマ帝国の弱肉強食の価値観でした。イエ
ス様は、イスラエルの伝統にもとづく「ヨベルの
年」の考え方、経済的な格差をなくそうとする価
値観によって、ローマ帝国のイデオロギーに対抗
しようとしたのです。

イエス様は山上の説教の中で、「何を飲もうか、
何を食べようか、何を着ようか、と思いわずらう
な。天の神様は、あなたがたが必要としているも
のをすべてご存じであり、空の鳥たちでさえ養っ
ていてくださるのであるから、心配するな」と言

われました。たしかに私たちの将来は、不安に満
ちています。果たして年金制度は大丈夫なのか。
老後にどれくらいのお金が必要なのか。心配のた
ねは尽きません。しかし、そんな心配はするな。
むしろ、神様が喜んでくださるようなお金の使い
方をしなさい、貧しい人を助けなさい、と言われ
る。

ここで「ヨベルの年」と深くつながっている新
約聖書箇所のひとつを取り上げてみたいと思いま
す。それは、ルカ福音書１６章の「不正な管理人
のたとえ」です。この物語の中で「主人」といわ
れている人物は、神様と考えてよいと思います。
管理人は主人から預かっていた財産を主人に隠れ
て無駄遣いしていました。その不正がやがて主人
に知られると思った管理人は、自分が失職したと
きに備えて友をつくろうと思い、主人に借金して
いる人たちの金額を大幅に減らしてやることにし
ました。それはまさに不正なやり方でしたが、な
んと主人は管理人のことをほめたのです。なぜか。
それは、たとえ不正なやり方ではあっても、貧し
い人々の借金を減らしてあげることは、神様のみ
旨にかなうことだ、ということなのです。

私たちが今生きている世界、とくにアメリカな
どではごく少数の富める人々が、極端に大きな財
産を所有しています。たった１パーセントの人た
ちが、全世界の富の半分を所有しているといわれ
ます。そして、日本でもまた格差社会が進行して
います。イエス様は今の日本社会に対しても、「ヨ
ベルの年」を宣言なさっておられます。ヨベルの
年が祝われる社会、神の国とは、人間が神に造ら
れた尊厳ある人間として、よろこびをもって生き
生きと生きられる社会のことではないでしょう
か。貧しい人々と共に生きたイエス様の心を動か
していたもの、それは「あわれみ」でした。また、
イエス様は「多くの痛みを負い、病を知っていた」

（イザヤ書５３：３）、そのような方でした。苦し
みの中にある人たちが最も必要としているもの、
それは、物や金銭にも増して、あわれみ、共に苦
しむ心なのです。私たちは、お金に自己に執着し
やすい者です。しかし、イエス様と共に生きたい
のであれば、自分をむなしくする心をイエス様か
ら日々学ばなければなりません。
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（キリストの復活）

Ⅰコリント 15:20

制作：三浦啓子氏
（ステンドグラス作家）

神学校礼拝堂の
ステンドグラス⑤

「主がわたしを遣わされたのは、捕らわれている人に解放を、

目の見えない人に視力の回復を告げ、圧迫されている人を自由にし、

主の恵みの年を告げるためである。」　（ルカ福音書４：１８－１９）
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2013 年度　第 66 回卒業生
神尾牧子　かみお　まきこ

①古代イスラエルの楽器―その働き
と象徴
②単立上尾希望教会
③単立上尾希望教会
④伝道準備中

川﨑達也　かわさき　たつや

①「ヨナ書における思想的特色」
―預言者ヨナはその職務をどのよう

に引き受けたのか―
②巣鴨ときわ教会
③巣鴨ときわ教会
④目白教会　担任

佐藤栄一　さとう　えいいち 

①プロテスタント教会における説教のサクラメント性
について―P.T. フォーサイスの説教論を中心として―

②目白教会
③目白教会
④六角橋教会伝道師補

八重樫捷朗　やえがし　かつろう　

①ボンヘッファーとエキュメニカル
運動
②仙台北教会
③経堂緑岡教会
④経堂緑岡教会　担任

柳村宏文　やなぎむら　ひろふみ 

①パウロの人間理解―人間的概念・
罪人としての人間―

②埼玉新生教会
③埼玉新生教会
④尾山台北教会　主任

①卒業論文　②卒業時の所属教会　③実習教会　④赴任教会

2014 年度　新入生一覧

1.	 飯泉有一	 原町田教会
2. 和泉志苑 新庄教会
3. 大久保一秋 飯能教会
4. 今野　瑛 川崎境町教会
5. 坂谷内健一郎 在日大韓基督教会　明石教会
6. 関　義朗 東京府中教会
7. 田中浩一郎 前橋教会
8. 星野　香 荻窪教会

1.	 佐藤彰子	 武蔵野教会
2.	 髙橋清隆	 相模原南教会
3.	 竹内　拓	 ひばりが丘教会
4.	 塚本四ロ六	 蒔田教会
5.	 長谷部一郎	 志木北伝道所
6.	 町田のり子	 所沢武蔵野教会
7.	 松本　誠	 中野桃園教会
8.	 和田芳子	 巣鴨ときわ教会

教職員の異動
【正科生】

【聴講生】

退 任

《職　員》
田村基生（教務部職員）　2014 年 3 月 31 日
川崎達也（嘱託職員）　2014 年 3 月 31 日
佐藤栄一（嘱託職員）　2014 年 3 月 31 日
小友　睦（臨時職員）　2014 年 3 月 31 日
坂谷信雄（臨時職員）　2014 年 3 月 19 日

就 任

《職　員》
木村晋治（教務部職員）　2014 年 4 月 1 日

島崎草子（総務部職員）　2014 年 4 月 1 日

木村あすか（臨時職員）　2014 年 3 月 1 日

長谷川忠信（臨時職員）　2014 年 4 月 1 日

三津間康幸（臨時職員）　2014 年 4 月 1 日

《教　員》
鈴木脩平（教授・教務部長）　2014 年 3 月 31 日
高橋克樹（総務部長）　2014 年 3 月 31 日

《教　員》
鈴木脩平（特任教授）　2014 年 4 月 1 日
高橋克樹（教務部長）　2014 年 4 月 1 日
土橋　誠（総務部長）　2014 年 4 月 1 日
田中健三（講師）　　　2014 年 4 月 1 日
月本昭男（講師）　　　2014 年 4 月 1 日

総務部長就任挨拶

土
どばし

橋　誠
まこと

　2014 年 4 月より総務部長としてＪＢＴＳでご奉仕することになりま
した。高年齢であり、新しい職場での仕事など考えておりませんでした。
にも関わらず、総務部長としてのご奉仕を求められたのも主の御心と
考え、引き受けることにしました。
　ＪＢＴＳを卒業してから 19 年の時が過ぎました。その間、東京の世
田谷区にある祖師谷伝道所に 1 年、茨城の日立教会に 7 年、そして今
遣わされている飯能教会に 11 年と、時が過ぎていきました。その間、
よくぞ主に守られて過ごすことが出来たなという思いでいっぱいです。
そのように長い時を（もっと長い方もおられますが）牧会者として、
伝道者として過ごすことが出来たのは、何と言ってもＪＢＴＳでの学
びがあったからです。そして同窓生の慰めや励ましがあったからです。
これからは飯能教会に仕えつつ、新たにＪＢＴＳでご奉仕させていた
だこうと思っています。しかし、十分にその任に耐えられるとは自分
では考えていません。主の導きと同窓生の皆様の助けによってその任
を果たすことが出来ればと思っています。
　あらゆる組織において総務は組織の要となる部署です。その実務は
地味なものですが、その組織全体の潤滑油となる働きが求められ、組
織が機能的に動くためにはその働きを欠かすことが出来ません。ＪＢ
ＴＳの総務部もそうした働きをしてきたと存じます。前任の高橋教務
部長からそうした今までの働きを教えていただき、そしてまた、これ

からのＪＢＴＳにとって何が必要であり、どのようにしていかなければ
ならないかを私なりに考えていければと思っています。もちろんそれは
法人としての理事会、理事長の指揮下にあるものであり、校長、教授会、
教務部長との協力、同窓会との協力、そして学校職員の協力に拠るもの
であることは当然のことです。そのために多くの方々からのご意見やお
考えをいただきたいと存じます。そのこと無くして総務部長としての職
責を果たすことはできません。どうぞよろしくお願いします。
　個人的なことを少し述べさせていただきますと、私は社会福祉の仕事
をしたいと考え、大学で社会福祉について学びました。そしてある社会
福祉法人の法人本部で事務職を経験したのち、ＪＢＴＳに入学する以前
に三か所で保育園の園長をいたしました。ＪＢＴＳを卒業後はその社会
福祉法人を退職し、前記した教会に仕えてきました。その間に、特別養
護老人ホームとケアハウスを経営する社会福祉法人の理事、監事として、
また養護施設を経営する社会福祉法人の理事として法人運営に関わって
きました（現在も養護施設を経営する法人の理事長をしています）。
　そうした多少の経験を主が用いてくださり、主の宣教の御業をなす牧
師を育てるＪＢＴＳの総務部長としてご奉仕することが出来たならば、
私にとってこれほど大きな喜びはありません。祈りつつ、感謝しつつ、
為すべき業を為していきたいと願っています。
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献身志願者の集い　7月 20 日（日）～ 21 日（月・祝）

　日本聖書神学校では７月２０日 ( 日 )

～２１( 月 ) に「第３回　献身志願者

の集い」を本校で開催します。今回で

３回目となる集いでは、「牧師・伝道

者としての働き人を生み出す教会の喜

びとは何か」について献身を希望する

人も、参加する牧師も共に考えてみる

ことになりました。

　献身者はそれを生み出す教会の存在

なしに、突然生み出されることはあり

ません。本人の献身を促した教会の働

きや交わりが必ず根底にあります。ま

た、その背後で献身を促すために御業

を現わしてくださった神の御旨があり

ます。多くの場合、献身して神学校に

入学してくる神学生は、当初「自分自

身の思いで献身した」と考えています

が、神学校での学びと実習教会での研

鑽を積み重ねてくると、自分を育てた

教会・教会員の祈りと、いろいろな人

生の転換期を経ながらもここまで導い

た神の促しに気づかされます。

　一方、献身者を生み出した教会もま

た、自分たちの教会に献身者を生み出

す力があることに気づかされ、あるい

は実習教会として神学生を受け入れた

教会は「育てる喜び」を味わうことに

なります。献身者は教会によって育て

られ、育てられた献身者は神学校での

学びと実習教会での研鑽を経て、今度

は教会に仕えていくことを喜びとして

受け止める力が養われます。そこには

教会が基軸となって、教会が生み出し

た献身者が牧師として教会に仕え、そ

の働きによって教会が献身者を生み出

していく「循環的な教会の働き」があ

ります。そして、何よりも献身者を生

み出し育てていく教会の喜びが与えら

れます。

　第１日目のプログラムは、午後４時

から開会礼拝で始まり、牧師と神学生

によって召された者の喜びについての

話があります。夕食をはさんで音楽の

とき、グループ懇談会があります。先

輩牧師も大勢参加して献身の喜びにつ

いてアドバイスがあります。第２日目

は午前７時から早天礼拝を行い、朝食

をとってから後援会の働きを聞きま

す。その後校内見学を経て午前１０時

には解散となります。教授との個別相

談のときもあります。

　参加費は５０００円（旅費・食費・

宿泊費込み）。たとえば、北海道から

参加される方には往復航空運賃（神学

校で手配）を含めての参加費となりま

す。土曜日から二泊する場合の参加費

は１万円です。宿泊はいずれ本校の学

生寮となります。

　詳細は神学校総務部まで。

「献身者を生み出す教会の喜び」

申し込み方法
　申し込みは所属教会牧師を通し
て申し込んでください。なお、キ
リスト者であれば個人で直接申し
込まれても結構です（その場合は
事前に事情を伺います）。5 月中旬
までに教会に案内パンフレットを
配布します。また、「信徒の友」に
も集会案内を掲載しますのでご覧
ください。

があるかもしれません。しかし、半期

ごとの懇談会・反省会では「いろいろ

な教会の現状を知ることができて有益

だった」「教師としての自信を失いかけ

ていたが、ありのままで子どもにぶつ

かることの大切さを知った」「いろいろ

なアイデアが学べた」「聖書の学びは最

初難しかったが、だんだん説教作りと

の関係が分かってきた」などの意見が

寄せられています。受講生の中には往

復４時間かけて来ている方もいました。

なにより、参加者が励まし合いって受

講を継続している姿が目立ちました。

　いま、教会学校の働きを担うＣＳ教

師は、子どもたちの出席の減少だけで

なく、さまざまな課題の中で生き抜い

ている子どもたちに対して重荷を共に

担う業に召し出されています。ただ、

聖書の話をしていれば事足りるのでは

なく、子どもたちへの牧会が求められ

ています。ですから、本講座では、不

登校、虐待、摂食障害、両親の離婚、

子どもの人権などの科目も取り入れて

います。聖書からみ言葉を伝えること

が最も大切ですが、そのみ言葉を受け

る器としての子どもたちの現実を知る

ことも大切なことです。

　夏には説教をつくるための一日研修

会も行います。何人かの牧師の協力に

よって、希望者には説教の添削指導も

行います。なにより教会学校教師の側

面援助を目指した講座です。

ＣＳ教師の勉強に役立つ講座が今年も開講
―教会教育リーダー養成講座―

　教会学校教師の研鑽と学びの場としての

「教会教育リーダー養成講座」も２０１４

年度で３年目を迎え、過去２年間で３０名

以上の方が学びました。講座は毎週月曜日

の夜の午後６時５０分から９０分間の学び

を本校において開催します。

　２０１４年４月７日から７月７日

までの前期１３回、９月２２日から

２０１５年１月２６日までの後期１３

回となっています（祝日は休み）。受

講料は年間２６０００円です。申し込

みは４月７日までですが、途中からの

参加も受け付けます。

　さて、毎日曜日ごとに朝早くから

教会での奉仕で負担があるのに、月曜

日の夜に学ぶことは大変だという思い
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• 職員旅行（北海道方面）、参加者：１０名
　９月２日～４日

• 学報（第１４３号）発行　９月９日
• 教授会（第５回）および後期始業礼拝　９

月１３日
• 後援会役員会、９月１３日
• 臨時教授会（諸規則検討の件）　９月２７日
• オープンキャンパス（第１部「召命の礼拝」

説教：「弟子の召命」菅原裕治講師、第２
部「交わりの時間」（軽食）、第３部「パネ
ルディスカッション：神学生の今の声を共
有」）出席者：５０名　１０月２２日　

• 教授会（第６回）、於・八王子セミナーハ
ウス　１０月２５日

• 全校修養会　テーマ「牧師とは何か」、講師：
石田学牧師、松本敏之牧師、古谷正仁牧師。
参加者：３４名、於・八王子セミナーハウ

ス　１０月２５日～２６日
• 秋季正科入学試験（合格者：５名、不合格者：

２名）および教授会（第７回）１１月８日
　

• 理事会評議員会（第１９２回）　１１月
１８日

• 学報（第１４４号）発行　１１月２６日　
• 教団教師委員会メンバー来訪、校長、総務

部長、教務部長が対応。本校のカリキュラ
ムなどについて話し合った。１１月２９日

• フィールドワークゼミ委員会　１２月３日
• 教授会（第８回）１２月６日
• クリスマス礼拝、説教「彼らには泊まる場

所がなかった」小林聖牧師（兵庫教区総会
議長、豊岡教会牧師）、出席者：７０名　
１２月６日

• 年内最終授業　１２月１９日
• 新年始業礼拝　１月６日
• 講演会（学生自治会主催）「空間を造り出

す説教」平野克己先生　１月７日

• 教授会（第９回）および卒業論文講評会　
１月２８日

• 後援会役員会　２月６日
• 神学基礎講座受講生との懇談会、出席者：

１７名　２月１０日
• 春季入学試験、正科合格者：３名、聴講合

格者：８名　２月１３日～１４日
• 教授会（第１０回）２月１４日
• 教会教育リーダー養成講座受講生との懇談

会、出席者：２１名　２月１７日
• 臨時教授会　３月３日
• 第６６回卒業礼拝、説教「仕える」三和武

夫牧師（徳之島伝道所、５２期卒業生）、
出席者：１９３名　３月３日

• 理事会評議員会（第１９３回）３月１０日
• 新入生オリエンテーション　３月１２日
• 神学校等人権教育懇談会に高橋克樹教授が

出席、於・教団姫路教会　３月２４日～
２５日

2013 年 9 月～ 2014 年 3月
学事報告

創立 68周年記念日集会のご案内

と　き：2014 年 5 月 18 日（日）16:00 ～ 20:30
ところ：日本聖書神学校　礼拝堂・図書館 3F ホール
主　催：日本聖書神学校後援会

日本聖書神学校では、昨年１１月

１１日にＪＢＴＳ神学叢書４として

「礼拝の詞（ことば）１」を発行い

たしました。これは教会の礼拝を豊

かにする招詞や開式の祈り、罪の告

白、赦しの言葉、とりなしの祈りな

どの文例が待降節から降誕節、レン

トからイースター、聖霊降臨日・三位一体主日の教会暦

に合わせて掲載されています。待降節のとき、クリスマ

スに向けて、今すぐに活用できる礼拝資料集です。

書籍のご案内

日本聖書神学校キリスト教研究所出版
「礼拝の詞１」

　今年度の創立記念日集会を、下記の日時に行います。内容は５部
構成で、第１部、礼拝（１６：００～１６：４０）、第２部、後援
会報告および奨学金支給認定式（１６：４０～１７：００）、第３
部、公開講義「イスラエルの神とキリスト教神学」鈴木脩平特任教
授〈１７：００～１８：００〉、第４部、ハープコンサート（演奏者：
佐々木冬彦先生）、第５部、夕食および神学生の証し（１９：００～
２０：３０）、というかたちで行います。２年前から音楽を取り入れ、
この集会がゆたかなものになりました。ことしはハープの演奏者を
お招きすることができました。諸教会の皆様、同窓生の先生がた、
ぜひご出席くださり、神学生をお励ましいただければさいわいです。

　2014 年度は前期 15 講座の神学基礎講座は下記の通りです。

神学基礎講座のご案内

• 【新約聖書】全 10 回　廣石望講師（4/14開講、月曜日、午後2時30分～4時）
	 →「イエスの譬えの解釈」というテーマで講義を行います。
• 【旧約聖書 XV Ⅱ】全 10 回　石川栄一特任教授（4/7 開講、月曜日、午後 4 ～ 5 時 30 分）
 →「創世記」をテーマにし講義を行います。
• 【日本キリスト教史Ⅰ】全14回　田代和久講師（4/7開講、月曜日、午後6時50分～8時20分）
• 【日本キリスト教史Ⅱ】全14回　戒能信生講師（4/7開講、月曜日、午後6時50分～8時20分）
• 【旧約概論】全 14 回　稲垣千世教授（4/7 開講、月曜日、午後 8 時 30 分～ 10 時）
• 【キリスト教史Ⅱ】全 14 回　柳下明子教授（4/7 開講、月曜日、午後 8 時 30 分～ 10 時）
• 【新約時代史】全 14 回　鈴木脩平特任教授（4/8 開講、火曜日、午後 6 時 15 分～ 7 時 45 分）
• 【ヘブル語】通年全 28 回　稲垣千世教授（4/8 開講、火曜日、午後 6 時 15 分～ 7 時 45 分）
• 【神学概論】全 14 回　郷義孝教授（4/8 開講、火曜日、午後 7 時 55 分～ 9 時 25 分）
• 【エレミヤ書を読む】全 10 回　月本昭男講師（4/9 開講、水曜日、午後 4 時～ 5 時 30 分）
 →エレミヤの預言を伝えるエレミヤ書にじっくり取り組んでいきます。
• 【ギリシア語】通年全 28 回　菅原裕治講師（4/9 開講、水曜日、午後 6 時 15 分～ 7 時 45 分）
• 【ドイツ語】通年全 28 回　山本隆久講師（4/9 開講、水曜日、午後 7 時 55 分～ 9 時 25 分）
• 【新約概論】全 14 回　笠原義久教授（4/17 開講、木曜日、午後 6 時 15 分～ 7 時 45 分）
• 【牧会カウンセリング入門】全 14 回　高橋克樹教授（4/11 開講、金曜日、午後 8 時 30 分～ 10 時）
• 【礼拝学】全 14 回　荒瀬牧彦講師（4/11 開講、金曜日、午後 8 時 30 分～ 10 時） 　今橋朗先生が療養中に翻訳なさった

詩集が、このたび刊行されます。　19
世紀英国の司祭が、教会暦に合わせて
記した詩的黙想です。豊かな自
然と人々の営み、そして教会暦が響き
合い、聖句の新しい意味が輝き出し
ます。翻訳のさなか訳者は、「説教と
は講義や講演や解説よりも、詩に近く
あるべきではないのか」との新しい気
づきを与えられたといいます。
　翻訳書ではありますが、今橋先生を
親しく知る方々にとっては、先生が信
仰を歌う声が生き生きと聞こえてくる
ような詩集でしょう。

故・今橋　朗先生出版
光射す途へと―教会歴による信仰詩集―

書籍についてのお問い合わせは本校総務部までお願

いいたします。ＴＥＬ：０３－３９５１－１１０１


